
                会    議    録      （１／３） 

会 議 の 名 称   令和３年度 第３回坂戸市市民参加推進会議 

開 催 日 時        
    令和４年１月２０日（木） 

    午後１時３０分  開会  ・  午後２時３０分  閉会 

開  催  場  所   坂戸市文化会館３階第２会議室 

議長（委員長・        

会長）の氏名 
  柳澤智美会長 

出席者（委員）の 

氏名・出席者数 

越川求委員、相馬洋子委員、矢島秀章委員、 

福田千代蔵委員 計４名 

欠席者（委員）の 

氏名・欠席者数 
町田早苗委員 計１名 

事務局職員の        

職・氏名 

市民健康部 細田部長、髙山次長 

市民生活課 上課長、石田課長補佐、関口係長、戸口主任 

会  議  次  第 

１  開    会 

２  挨  拶 

３  審議事項 

（１）副会長の選任について 

（２）令和４年度提案型協働事業について 

 （３）その他 

４  閉    会 

配  布  資  料 

・会議次第 

・資料１ 坂戸市市民参加条例 

・資料２ 令和４年度提案型協働事業募集要領（案） 

・資料３ 令和３年度提案型協働事業報告会について 

・資料４ 令和４年度坂戸市市民参加推進会議スケジュール

予定 

 

 

 

 

 

 

 



                                                               （２／３） 

議        事        の        経        過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 
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１ 開会 

 

２ 挨拶 

柳澤会長挨拶 

 

３ 審議事項 

（１）副会長の選任について 

 副会長に福田委員を選出。 

 

（２）令和４年度提案型協働事業について 

令和４年度提案型協働事業募集要領（案）について、事務局

より説明。 

 

来年度の補助金の予算額はいくらか。 

 

予算は 60万円で要求している。 

 

行政提案型協働事業の募集テーマである「男女共同参画に関

する小中学生向けの啓発事業」は、小学校中学年向けと中学生

向けの啓発リーフレットを作成する内容となっているが、将来

について進路を考える時期にあたる高校生に対する啓発も考

えていいのではないか。 

 

同テーマについては、授業などですでに取り組んでいる学校

もある。 

 

チラシの作成を行政だけで行うのではなく、若い年代の人た

ちの観点を取り入れることは有意義であると考える。 

 

非常に良いテーマであると思うが、提案団体と市が協働する

上で、それぞれの役割分担を具体的にどうするのかについて

は、しっかりつめておく必要がある。 

 

いただいた意見について、協働関係課に伝えさせていただ

く。 

 

これから社会を背負って立つ若者が主体で構成する団体か

らの申請が出てくるといいと思う。学生主体の団体が申請する

場合は、学校の教職員の関与、協力も求められることから、学

校現場への制度説明も必要となってくるのでは。 
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議        事        の        経        過 

発   言   者 議    題 ・ 発 言 内 容 ・ 決 定 事 項 
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コロナ禍では、打合せ場所の確保ですら容易ではない。新型

コロナウイルスの感染状況が改善しないと、事業の実施はなか

なか難しいと感じる。 

 

本会議についても、コロナの影響で昨年度は書面審議にし

た。本日の会議資料で、今後のスケジュールが示されているが、

コロナの感染状況が拡大して、集まるのが難しい状況になった

場合は、オンラインでの会議開催についても検討していただけ

ればと思う。 

 

市主催の会議をオンラインで行うことについては、これまで

も検討はしたが、導入におけるさまざまな課題を解決する必要

があり、現段階ではハードルが高い。今後も検討は進めさせて

いただく。 

 

市民提案型協働事業と行政提案型協働事業は、審査方法に差

異があるか。 

 

審査方法に差異は設けていない。同一の基準で審査をしてい

ただく。 

 

提案できる団体の要件として、「組織の運営に関する規約等

が定められていること。」とあるが、特に学生主体の団体等につ

いては、規約等がないところが多いと思う。申請するのにハー

ドルが高くなってしまうのでは。 

 

規約等により、団体として会計処理に関する規定等がきちん

と定められているか確認している。規約等がない団体について

は、申請に当たり新たに定めていただくこととなる。 

 

規約等の標準的なひな形があれば、規約等のない団体も応募

しやすくなるのではないか。 

 

対応させていただく。 

 

（３）その他 

令和３年度提案型協働事業報告会及び令和４年度坂戸市市

民参加推進会議スケジュール予定について事務局より説明。 

 

４ 閉会 

 


